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皐月とは『さ苗月」が語源という説があります。

「さ」とは田の神様を表す言葉。

田の神様が依代とされるのが桜 (さ+く ら)」 だつたり

田植えをする若い女性のことを早乙女 (さ+おとめ)」 と呼んだつ。

本来「五月晴れ」というの梅雨の合間に晴れた日のことで「五月雨Jは

「さみだれ (さ+水垂れ)」 で長雨のこと。

そんな言葉を想うと旧暦がよく似合いますね。

旧暦皐月は仲夏。陽のビークを向かえます。

カラダもココロも、

外へ外へと開放していきましよう。
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WHAT'S TIME??

【午の刻】

一日でいうと、朝の 11～ 13時です。

午前終了。さて午後から何しましょ。
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端年の節句は、女性の日

本来は旧暦五月五日に行われていた節句で

田植えの忙しくなる月に、病氣などにかからないように

邪氣祓いをしていました。

現代でこそ男の子の節句とされていますが

本来は早乙女さん、つまり田植えをする女性のための節句でした。

五月五日の前夜、菖蒲やヨモギに囲われた別宅に籠もり

一晩を過ごし、翌日の田植えに備えて身を清めたそうな。

一説には女性にとってこの日は

自由に羽を伸ばせるような日であったとの話しも。

この邪気祓いに使用された植物が「菖蒲」が

やがて武家社会になつて「勝負」や「尚武」として

縁起が担がれ、いつのまにか男の子の節句になつていつたようで。

なので旧暦五月五日前夜は今までのごくろうさまと、

夏乗り切るぞ !という女性のための患抜きの日にしてはどうでしょう?

というのが、ゆらねからの提案です (笑)ぜひ。

ピーカンはダメ

今年のCW、 フライフィッシングを趣味とされる方と安曇川を

ご一緒させていただく機会がありました。

ちょうど快晴だったので「いいお天氣でよかつたですね」というと

「釣りをするにはよくないですね」とのこと。

「 【アマゴ】は 【雨子】と言われるくらい、雨が降るとよく釣れるんですよ」つて。

アマ」
｀
は別名「サツキマス (皐月鱒)」

やつばり旧暦が良く似合うなあ、と変なとこで感動しました。

| ドクダミを仕込む
: この時期のことを

1 梅雨といつたりしますが

' 
この季節に色づき始めるから

| こう呼んだとか。

1 ジメジメして徽菌 (ばいきん)が

1 繁殖しやすいから

1 徴雨 (ばいう)からの派生だとも。

とにかく食中毒なども起こりやすいこの季節。

昔の人は

旧暦五月五日に薬狩りといつて

野山に出でて薬革を摘んでいたそうで。

この時期の野草といえばドクダミ。

別名 :十薬といわれるくらい使い勝手のよい薬草。

健胃や利尿といつた

この時期にはうれしい効果の他

皮膚疾患によかつたりもします。

畜膿や中耳炎の際は、

生の葉を塩で揉んで

そのまま突つ込むそうで。

とりあえず先日ドクダミチンキを仕込んだので

あれやこれやと戯れようと思ってます。
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皐月のお野菜

【 トマト 】トマトは少雨で湿度が低い場所での栽培に適しており、カラカラの上の状態で、
極力水を与えないでいると、ドンドン糖度が増していくのだとか。そんな過酷な状況化での

がんばりが円熱味のあるトマトに。感謝して味わいたいものですね。

選び方のポイントは、ヘタの状態を見極めること !収穫後時間が経つているものは、ヘタが

乾いていたり黒ずんでいたりします。また美味しいの見極め方は、お尻の部分から放射線状の

筋がたくさんあるのは、甘くて美味しいそうです。水に沈むのはトマトは言いそうです。

* 薬効 *「 トマトが赤くなると医者が青くなる」そんなことわざがあるほど栄養価たつぶり

なトマト。赤い色の正体はリコピン。活性酸素の働きを抑える強い抗酸化作用があり、ガンや

動脈硬化の予防によいと言われてます。薬膳的には、カラダにこもつた熱を冷ましてくれたり

(解暑清熱)の どの潟きを収めてくれたり (生津止渇)食欲を高め、消化を促進してくれます

(健胃消食)夏にぴつたりの食材ですね。

* 薦性 * 寒熱 :  微寒   臓腑 :  胃   五味 :  甘・酸

京都二条にあるお野菜専門店のマルシェノグチさんとフードコーディネータの Shihoさんが

毎月開催されてらつしやる831暦に参加し、参考にさせていただきました。

美味しく食べて、ためになつて。とてもステキなお野菜講座です。ご興味のある方はぜひ :

マルシェノグチHP(hioi″■、・雨nlaruchc‐■o2uchi υ〕_

日日是好日 by.mu

古くから日本のお家では、季節に応じてその設えを変えながら快

適に暮らしてきたそうです。身近なところでも、 6月に入り

がらつと夏仕様になりました。ちょうど衣替えの時期になると

行われるそうです。障子や襖は葦戸 (よしど)という簾をはめ込ん

だ建具に取り替えられました。琵琶湖の葦を使用した葦戸は風通し

が良く、また強い日差しを遮る役目もあり音の人の暮らしの知恵を

感じました。この葦戸を通して見る外の景色はよリー層明るく感じ

られ室内は薄暗く涼しげで光と影、陰と陽を実感したのであります。

また葦戸に替えるのと同時に、畳の上には網代 (あじろ)が敷かれ、

香炉の銀葉 (雲母の板)もキラキラと夏らしくなり、さらに蛍の屏

風も飾られて部屋にいながら蛍を愉めるなんとも心安らぐ涼の空間

に様変わり。遂に夏がやってきました。

| かるたの説 明

|「しJ 湿の邪が 溜まると膊胃が 弱ります

1牌胃は湿氣が言手な爾腑です。

1湿邪が牌胃を犯すと

1騰陽不振・運化無力に陥り、

1手足の冷えやむくみなどを弓|き起こします。

:そんな時は、なま物や冷たい飲食物は控えめに。

ゆらねの主な予定

6/16(火)芳香推拿研究会

FD/18(本)はじめての気功教室

6/20(土 )暦とカラダのお話会@マルシェノグチさん (京都
=条
)

6/30(火 )ゆらね 10th annivesary

7/11(土)暦とカラダのお話会@レコッコレさん (大阪本町)

夏の養生ワークショップ

朝の部 :第 2・ 4木曜 10:30～ 11

夜CttL賀:2・ 4多k理遭18:30～ 19

ERIOのカード会

毎凋十曜 18時頃より
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興味のあるイベントがあつたら、お氣軽にご参加ください。

詳しくは・・・htpl〃 www,vurane― seital,com/

【発行人】

ゆらね推拿担当 三木哲哉
京都伏見で推拿とレイキのスクールとサロンをしています。

陰陽五行の自然観を学びながら、整体や養生のことを楽しくマジメに伝えてます。

出張してのワークショップ・イベント・お話し会・施術なども開催。

みんなで楽しい場が作れたらうれしいです。新しいご縁、お待ちしています。

ご予約 ,お問い合わせは、 tetsuya,mi閥 @yurane… seital.comまで

【編集部】

ゆらねスタッフ mu‐ran

推拿・レイキ。ごはん 1珈琲 ,お風呂 睡眠 (ホ
′
▽ 十`)☆ 多

夜スイナ@ゆらね 18:00～ L.0.21:00

twitter omimlosumaseva

blo9  http:′ ′muran193.blog.fc2.comノ

ma‖ mu‐ran193o● ctma".COjp         ・

～編集後記～

先日広島に行った際、

やつぱりとりあえずということでお好み焼きを食べました。

定員のお姉さんに「これ何て言います ?

テコ ?コテ ?」 と聞くと「私はヘラ言うてますね～」と。

みなさんは ?僕 1まコテかなあ。.。  三木

アゲ八チョウの幼虫は山椒の葉が大好物らしい。

あつという間に全部食べられちゃいました…(ToTソー～

この季節、皆さんも要注意です。 mu

☆ 次号は7月 16日に発行します。お楽しみに～♪


